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論点No.24

地震対策 －地震時の原子炉内の水密度分布の変動による核的影響－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第27回ワーキング
（2024.3.18）で議論

耐震設計の基準となる地震の揺れより小
さい揺れで原子炉は自動停止する設計に
なっていること、また、事業者は、地震で
大きな揺れが生じた場合においても、炉
内構造物により水位に大きな変動は生じ
ないと評価していることを確認。

大地震により上下に大きな揺れが発生
すると、原子炉内の水が上下に動き、
制御棒などによる臨界制御に影響が生じ
るのではないか。

○地震による原子炉内の核的影響について

制御棒の反応度抑制能力

○地震時の原子炉内の冷却材の水密度分布の変化

•原子炉建屋内で大きな揺れが感知された場合、原子炉停止系に
より自動的かつ速やかに制御棒が挿入され、原子炉を停止

•原子炉の自動停止は、耐震設計の基準となる地震の揺れ（基準
地震動）より低いレベルの揺れで作動するよう設計

•制御棒の反応度抑制能力は高いため、原子炉に制御棒が挿入
された状態では、地震により水密度分布に変化が生じても有意
な核的な影響は生じない。

原子炉内の冷却材の流れ（イメージ）

•原子炉内の燃料集合体は、炉心支持板と燃料支持金具の上にあり、冷却材（水）は
オリフィスと呼ばれる小さな穴から燃料支持金具を通ってチャンネルボックス
（燃料集合体に取り付ける四角い筒状の金属製の覆い）内に入る

•冷却材の流路は狭く、これらの構造材から摩擦力を受けるため、地震で揺れたとし
ても水位に大きな変動は生じない。

※1

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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